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事 業 報 告 用 
 

 

 

特定非営利活動法人 地球の友と歩む会  

 

１ 事業の成果 

 自然と共生し自立した社会を目指し、インドネシア共和国スンバ島の東スンバ県にて【マングローブ

の植林】【栄養改善】【有機農業研修】【絵本寄贈の追跡調査】を実施した。その他ではバリ島での事業の

活動発表、インド共和国で実施した支援の追跡調査や活動報告を行った。日本国内では活動報告や活動

紹介、および市民向けのイベントやボランティア会を実施した。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 11,562 】千円） 
定款に記載 

された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

海外協力 
事業 
 

※スンバ島
での活動 
 

 
①マングローブ植林 
目的：マングローブの
伐採はインドネシア政
府が禁止しているが盗
伐や開発で伐採される
などして自然の荒廃が
進むエリアにおいて植
林を実施する。 
 
活動報告：  
 
10 月、日本からのボラ
ンティアと地元の高校
生などが植林活動に参
加した。 
 
日本から渡航した専門
家の指導の下、より適
切な植林場所を特定
し、区画を計測してか
ら計画的に植林するこ
とができた。住民や家
畜が通ると考えられる
陸側には、植林後苗木
一本ずつネットでカバ
ーをして倒されること
のないようにした。10
月には日本からボラン
ティアが渡航し、地元
の人たちと一緒に植林
活動に参加した。植林
に参加した高校生が専
門家に環境に関する質
問をしていたことか
ら、高校生たちが環境
問題に関心があること
がわかった。計 1,000
本を植林した。 

 

2023 年 

1 月 ～

2023 年

12 月 

インドネ

シア共和

国 

東スンバ

県 

ワトゥン

バカ川河

口 

２ 

ワトゥン

バカ川河

口近隣の

住民およ

び近隣の

高校生 

100 人 9,811 
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②栄養改善支援 
目的：東スンバ県農村
部の貧困家庭の栄養不
足を改善する。ライパ
ンダック村をモデルの
事業地とし、様々な栄
養素を摂取できるよう
野菜作り指導の他、大
豆作り、果樹の植林、
いけすでの魚の養殖を
行う。また、大豆や魚
は加工品作りも指導す
る。村で生産されたも
のは販売して、村人の
収入源とし、事業継続
の資金にもする。 
 
活動報告：月に一度の
小学校での昼食の提
供、二ヶ月に一度の子
どもたちの身体測定が
継続された。8 月には
子どもたちによる有機
農業の発表会が行わ
れ、有機肥料の作り方
や種の蒔き方などを一
人ずつ発表した。9 月
には助成機関の味の素
ファンデーションから
3 名が事業地を訪問し
実際に支援地の状況を
視察した。その際に
LIFE スタッフとアド
バイザーの日本人小児
科医から栄養に関する
紙芝居を行った。他村
からの視察も受け入れ
た。 
 
有機農業や栄養に関す
るテストから事業対象
者が知識を身につけて
いることを確認した。
また、家庭訪問での保
護者への聞き取りか
ら、事業開始前にはほ
とんど食べられていな
かった動物性たんぱく
質をできる限り食卓に
出すよう努力している
ことが分かった。村人
たちの自主的な活動と
して、自ら畑を増やし
当事業で身につけた有
機農法を村の他の住民
に教えている。養魚に
ついても複数のいけす
を村人自身で増やし飼
育する魚の数を増やし
ている。 
 

2023 年 

4 月 

～ 

2024 年 

3 月 

インドネ

シア共和

国 

東スンバ

県 

ライパン

ダック村 

２ 

ライパン

ダック村

住民 

100 名 

 
③飼料用トウモロコシ
栽培事業 
目的：スンバ島では食
用のトウモロコシはど
の住民も栽培している
ため売れる農作物では

2023 年 

4 月 ～

2024 年 

3 月 

イ ン ド

ネ シ ア

東 ス ン

バ県 

２ 

東スンバ

県内で飼

料用トウ

モロコシ

45 人 



ない。インドネシアで
飼料用トウモロコシの
需要があることを住民
が理解し栽培に着手し
販売して収入を得るこ
とを目指す。 
 
 
当事業に参加を希望す
る住民が順調に集ま
り、クタ村に 1 ヘクタ
ールの農地を確保し畑
を準備した。また昨年
度に収穫し販売したト
ウモロコシの売上金か
らムバタカピドゥ村に
も 1 ヘクタールの農地
を準備した。生い茂っ
た雑草を刈り、畑の周
りに柵を設けるなど種
まきに向けた準備は順
調だったが、年が明け
ても雨期に入らず、2
月になってようやく雨
が降ったため種まきが
大幅に遅れた。事業終
了までには種まきと有
機農業研修を終わらせ
た。 
 
トウモロコシを食べる
家畜や最終的な消費者
の健康を考えトウモロ
コシは有機農法で育て
られた。昨年度に収穫
して販売したトウモロ
コシの売上金で新たな
農地を設けることがで
き、今後現地 NGO の
ラジオ MAX が同様の
手段で飼料用トウモロ
コシ農家を増やすこと
ができるようになっ
た。 
 

栽培を希

望した農

家 

 
④農村部の子どもたち
の絵本寄付その後の調
査 
目的：スンバ島の子ど
もたちは小学校に入学
するまで文字に接する
機会がほとんどない。
小学校に入学して勉強
として学ぶ文字は難し
く、授業に興味が持て
ない。日本のカラフル
な絵本で文字に親しむ
ことにより学校での授
業をスムーズに受け入
れることができ、学力
が向上する。 
 
絵本を贈呈した小学校
の一校を視察した。文
字を読むことができる
高学年の子どもたちが
熱心に読書をする様子
を視察することができ

2023 年

4 月 ～

2024 年

3 月 

イ ン ド

ネ シ ア

東 ス ン

バ県 

１ 

東 ス ン

バ 県 農

村 部 に

あ る 小

学 校 児

童 

10,000 人 



た。また、文字がわか
らない一年生は高学年
の子どもたちが読むの
を見て興味津々な様子
だった。 
 

海外協力 
事業 
 
※その地域 

 
⑤バリ島給水事業 

「第 25 回日本水大賞・

2023 日本ストックホル

ム青少年水大賞」の表

彰式・受賞活動発表会

に出席。表彰と活動発

表を行った。 

 

023 年 6

月 15 日 
日本国 ３ 

日 本 国

内 の 水

に 関 心

の あ る

市民 

 30 人 

 
①インド貧困農家の有
機農業の支援その後 
 
新たに開店したオーガ
ニックショップを訪
問。農家から定期的に
有機野菜が届けられ、
今は固定客もでき安定
した運営が出来ている
との報告を受けた。 
 
 
②インドＳＨＧによる
教育ローン運営支援 
報告書を公式 HP に公
開。 
 

2023 年 

4 月～ 

2024 年 

3 月 

日本国 ３ 

日 本 国

内 の 国

際 協 力

に 関 心

の あ る

市民 

 300 人 

 
日本とスンバ島の若者
による水車ポンプ開発 
目的：水へのアクセス
を確保することにより
住民が抱える農業、貧
困、衛生などの問題解
決につなげる。また燃
料を使わず川の流れる
力で水をくみ上げるこ
とができるようにな
る。 
 
日本側での組み立て作
業や実験の様子を動画
に撮り、現地でイメー
ジしやすいように部品
の紹介から、組み立て、
実験の様子を一本の動
画にまとめた。パーツ
リストや設計図をボラ
ンティアの大学生が作
成し現地へ送付。現地
NGO が組み立てポン
プを製作した。 
 

 2023 年

4 月 ～

2024 年

3 月 

イ ン ド

ネ シ ア

東 ス ン

バ県 

１ 

水 へ の

ア ク セ

ス が 困

難 な 東

ス ン バ

県 貧 困

地域 

 

環 境 や

国 際 協

力 に 関

心 の あ

る 日 本

人 

50 人 



海外交流事
業 

 
マングローブ植林ボラ
ンティア交流 
 
目的：地元の小学生と
交流しながら日本人ボ
ランティアと植林する
ことで環境教育の足掛
かり、文化交流の実施。 
 
地元の高校生および教
職員約 30 名と一緒に
マングローブの植林を
行った。日本から同行
したマングローブの専
門家から環境保全や生
態系に関する話を聞い
た。10 月 28 日には高
校で行われた青年の誓
い記念式典に招待され
た。その他、スンバ島
の自然を観察したり、
参加者が関心を抱いて
いた旧日本軍の戦時中
の遺構を見に行った。 
 

2023 年 

10 月 

25 日 

～ 

10 月 

29 日 

イ ン ド

ネ シ ア

東 ス ン

バ 県 ワ

ト ゥ ン

バ カ 川

河口 

1 

ワ イ ン

ガ プ 市

内 の 高

校生 

 

環 境 や

国 際 協

力 に 関

心 の あ

る 日 本

人 

 50 人 1,094 

国際理解促
進事業 

地球の友と歩む会が行
う活動や支援内容を伝
える講義、学習会、取
材の受入れ、広報活動
を実施した。 
 
また国際協力に関心の
ある方が日本から参加
できる場としてボラン
ティアの受入れを実施
した。 

 2023 年

4 月 ～

2024 年

3 月 

日本国 1 

 

環 境 や

国 際 協

力 に 関

心 の あ

る 日 本

人 

 

 
4/29 
メーデー中央
大会出展 
(30 名) 
 
 
6/21 
埼玉県の中学
校：校外学習受
入 
(5 名) 
 
7/29 
えびな市民活
動センターに
て活動紹介イ
ベント(20 名) 
 
10/1 
グローバルフ
ェスタ：オンラ
インイベント
出演(10 名) 
 
2/10～2/11 
出展：ふれあい
満点市場 
(計 30 名) 
 
 
2/20 
東京ボランテ
ィア市民活動
センターが発
行する情報誌
取材受入： 
約 7000 部配布 
 
 
 
 
 

655 



 
無料オンライ
ン イ ベ ン ト
(5/28：38 名) 
(1/19：18 名) 
 
YouTube 動 画
投稿 
約 100 名視聴 
 
 
会報誌の発行
(4月 12月各２
回) 
計 400 の個人
団体に配布 
 
SNS の更新 
【Instagram・
X・facebook】 
 
計 1000 名 
 
メルマガ発行 
計 1000 名 
 
ボランティア
の受入れ 
延べ約 100 名 

 

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【  0  】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

 

実施なし 

 

  

  

  

  

  

 


